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計画の見方 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 

 計画期間をとおした、施

策ごとの達成状況を把握

するため、アンケート調査

結果などを指標として設

定しています。 

具体的取組 

 施策の目的や成果指標

の達成に向けて、市が具体

的に取り組むことを記載

しています。 

 第３章の重点取組（P44）

にあたるものについては、 

    と記載しています。 

指標 

 取組ごとの進捗状況を

確認するための指標とし

て設定しています。 

主な事業 

 具体的取組の中で、主と

なる事業の概要について

記載しています。 

重点 
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成果指標 

 

具体的取組 

 

基本目標１ 地域福祉を担う人づくり 

施策１ 支え合い助け合う意識の醸成 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 

重点  ① 地域のつながりを大切にする意識の醸成 

○ 各種講座や講演会、広報等を通して、地域とのつながりの重要性についての啓発を

推進します。 

○ 普段からの地域での交流が、子育てや健康づくり、防災といった多様な分野におい

て良い影響を与えることを周知するなど、地域のつながりづくりに向けた啓発を推進

します。 

 
 

 

しもつけ福祉塾 （社会福祉課） 

・ 誰もが助け合い安心して暮らしていける地域

を目指して、市民と関係機関がともに学ぶ機会を

「しもつけ福祉塾」として開催します。 

・ 地域課題や社会情勢に合わせ、つながりの希薄

化など地域で課題となっていることをテーマと

した開催も検討します。 

 

 

 

 
 

指 標 ：しもつけ福祉塾の開催回数 

年１回  ⇒  年２回 

主な事業と取組指標 

地域の人々が支え合いに積極的だと 
思う割合 35.3％ ⇒ 45.0％ 

 

現状値（R3） 目標値（R8） 

現状値（R3） 

重点 

目標値（R8） 
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② 認知症や障がいについて学ぶ機会の充実 

○ 認知症の方やその介護者を地域全体で支えられるよう、認知症について学び、考え

る機会を充実させることで、正しい理解の促進を図ります。 

○ 障がいの有無に関わらず地域で活動できる社会を目指して、障がいのある方との交

流機会の充実や、合理的配慮の提供を推進します。 

○ 障がい者等の地域における困りごとに気づき支えられる地域を目指して、ヘルプカ

ードやヘルプマーク（68 ページ参照）といった取組に関する啓発を推進します。 
 
 

 

認知症サポーター養成講座 （高齢福祉課） 

・ 認知症サポーター（※）養成講座を、一般市民や各種団体（学校や事業所、地域ふれ

あいサロン[73 ページ]など）を対象に実施します。 

・ 認知症サポーターステップアップ講座を開催し、受講者をシルバーサポーターと

して登録するとともに、「チームオレンジしもつけ」の結成につなげるなど、着実な

普及啓発を図ります。 

 

 

 

 

 

③ 多様性を認め合う意識の醸成 

○ 人権尊重の社会づくりを推進するため、講演会等を通して人権意識の高揚を図ります。 

○ 身体的な性や自認する性、国籍などに捉われず、誰もが活躍できる地域社会を目指

して互いに認め合う意識の醸成に向けた啓発を図ります。 
 

 

 

市民人権講座・人権教育講演会 （生涯学習文化課） 

・ 人権週間の前後に人権に関する講座や講演会を行い、人権意識の醸成を図ります。 

・ 社会情勢に沿ったテーマの設定や講師の選定により、幅広い世代に興味をもって

もらえるような講演会を開催します。 

 

 

 

 

 

※ 認知症サポーター 

   認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者として日常生活の中での支援

する人のこと。 

指 標 ：チームオレンジしもつけ登録者数 

100 人 ⇒ 260 人 

主な事業と取組指標 

指 標 ：市民人権講座の開催回数 

年１回 ⇒ 年１回以上 

主な事業と取組指標 

現状値（R3） 

現状値（R3） 

目標値（R8） 

目標値（R8） 



第４章 地域福祉計画 

48 

 

成果指標 

 
具体的取組 

 

 

施策２ 地域活動への参加促進に関する意識の醸成 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 

重点  ① 地域活動への参加につながる情報の提供 

○ 地域活動に参加しようとする方が、分かりやすく簡単に情報を得られるよう、ホー

ムページ・窓口等における情報提供の充実を図ります。 

○ 地域活動参加に向けた情報を多様な媒体を通して発信することで、幅広い年代の参

加を促します。 

 
 

 

市民活動センター運営【新規】 （市民協働推進課） 

・ 自治体運営の原則などを定めた自治基本条例の基本理念である「市民との協働による

まちづくり」を推進するため、市内の地域課題解決を目的とした活動に取り組む団体等

を総合的に支援する拠点施設として、令和４年度から市民活動センターを開設します。 

 

 

 

 

 

 

 

○○ 地域活動ってどんなこと？ ○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.8％ ⇒ 50.0％ 
地域福祉の推進に市民の参加・協力が
必要なことを知っている割合 

指 標 ：市民活動センターへの来館者数 

令和４年度開設のため実績値無し ⇒ 年 24,000 人 

主な事業と取組指標 

現状値（R3） 目標値（R8） 

重点 

現状値（R3） 目標値（R8） 

 地域活動と聞いても、具体的にどんなことを行っているか分からない方もいらっしゃるのではな

いでしょうか。下野市で行われている取組をいくつかご紹介します。 

朝のラジオ体操 
（大松山公園ラジオ体操同好会） 

 地域をより良くするためには、市民一人ひとりが「できることから」「できる範囲で」主体的に

活動に参加し、助け合うことが重要です。他にも下野市にはたくさんの活動がありますので、ぜひ

興味のある活動を見つけ、始めてみましょう。 

ごみ回収中の見守り活動 
（ふくろうプロジェクト） 

下野市市民活動支援サイト 

「You がおネット」 

 健康づくりのためだけで
なく、世代を超えた交流の場
にもなっています。 

 ごみ回収業務中に見守りを
行うことで、徘徊などの早期
発見につなげます。 

 市民活動支援サイトです。
市民活動について様々な情報
を得ることができます。 
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② 地域活動に対する関心の醸成 

○ 「広報しもつけ」をはじめとした情報発信を通して、地域活動に関する情報提供の機

会の充実を図ります。 

○ 各種イベント等において地域活動に関する情報発信を行うことで、地域活動の認知

度向上を図ります。 

○ 寄附や募金を通して支え合う意識の醸成を図ります。 

 
 

 

「広報しもつけ」への地域福祉に関する内容の掲載 

 （社会福祉課） 

・ 「広報しもつけ」に地域共生社会に関する内容を

掲載することで、情報提供の機会の充実を図りま

す。 

・ 誰もが読みやすい広報紙の記事づくりを通して、

情報提供の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

③ 自治会に関する情報の提供 

○ 自治会に関する情報の提供を通して、自治会の認知度を向上させるとともに災害時

や緊急時における地域のつながりなどのメリットを伝えることで、自治会の加入促進

を図ります。 

○ 自治会活動に関する情報提供を通して、活動への参加者の増加及び各種活動の活性

化を図ります。 

 
 

 

自治会に関する情報の提供 （市民協働推進課） 

・ 自治会の活動内容をホームページに掲載し周知を

図ります。 

・ 転入者に窓口で自治会加入案内を配付し、自治会

に関する情報を提供します。 

 

 

 

 

指 標 ：「広報しもつけ」への地域共生社会に関する内容の掲載回数 

未掲載 ⇒ 年２回 

主な事業と取組指標 

指 標 ：自治会への加入率 

62.5％ ⇒ 67.0％ 

主な事業と取組指標 

 

 

現状値（R3） 

現状値（R3） 

目標値（R8） 

目標値（R8） 
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成果指標 

具体的取組 

 

 

 

 

施策３ 地域で主体的に活動する人材の育成 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

① 地域の様々な活動を通して支え合う人材の育成 

○ 地域の中で、活動の中心となる人材の育成を推進します。 

○ 地域活動を通した支え合いを支援することで、身近な圏域で主体的に地域生活課題

を把握し解決に向けて取り組むことのできる市民の育成を図ります。 

 

 
 

 

ファミリー・サポート・センター事業 

 （こども福祉課） 

・ ファミリー・サポート・センターは、会員による

子育ての相互援助活動を行う組織です。依頼会員

（子育ての手助けをして欲しい人）のニーズや条

件にあった子育て支援ができるよう、提供会員（子

育てのお手伝いをしたい人）の確保を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後地域活動に取り組んでいきたい割合 
15.7％ ⇒ 25.0％ 

指 標 ：ファミリー・サポート・センターの提供会員数 

67 人 ⇒ 84 人 

主な事業と取組指標 

 

現状値（R3） 目標値（R8） 

現状値（R3） 目標値（R8） 
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② ボランティアで活躍する人材への支援 

○ ボランティア活動と人材のマッチングの充実を図るなどの環境整備を通して、ボラ

ンティア人材の確保・育成を目指します。 

○ ボランティア活動に関する講座等を通して、活動団体や活動者への支援を図ります。 

○ スポーツやまちづくりなど多様な分野で活躍するボランティア人材を支援します。 

 
 

 

ボランティア等の育成及び活動とのマッチング （生涯学習文化課） 

・ ボランティア入門講座や団体活動支援講座等を実施し、地域活動に主体的に関わ

るボランティア等を育成することで、活動へとつなげていきます。 

  

 

 

 

 

③ 自治会や地域コミュニティで活躍する人材への支援 

○ 自治会活動を推進する自治会長等の活動支援を図ります。 

○ 地域コミュニティの中で、身近な相談先として適切な支援へつなぐ役割を担う、民

生委員・児童委員（※）の活動を支援します。 

○ コミュニティの活動に取り組むコミュニティ推進協議会長等の活動支援を図ります。 

 
  

 

民生委員児童委員活動事業 （社会福祉課） 

・ 民生委員・児童委員を通して地域住民への

相談援助や福祉サービスについての情報提

供などを的確に行えるよう、研修会や勉強会

を開催します。 

・ 高齢者や障がい者への自宅訪問の際など

に、カードやチラシを配布し民生委員・児童

委員の役割や活動について周知を図ります。 

 

 

  

 

 

 

※ 民生委員・児童委員 

   民生委員とは、民生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、給与

の支給はなくボランティアとして活動しており、児童福祉法に定める児童委員を兼ねることとさ

れている。それぞれが担当する区域において見守りを行いながら住民のさまざまな相談に応じ、

適切な支援やサービスへの「つなぎ役」としての役割を果たしている。 

指 標 ：民生委員・児童委員が受けた相談件数（５か年累計） 

19,100 件 ⇒ 19,600 件 

主な事業と取組指標 

 

指 標 ：生涯学習ボランティア自主企画講座の開催回数（５か年累計） 

74 講座   ⇒   80 講座 

主な事業と取組指標 

現状値（H29～R3） 

現状値（H29～R3） 

目標値（R4～R8） 

目標値（R4～R8） 
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成果指標 

 

具体的取組 

 

基本目標２ 支え合いの輪が広がる地域づくり 

施策１ 地域共生の場づくりの推進 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

重点  ① 誰もが参加しやすい地域の場の充実 

○ 誰もが気軽に参加できる、対象を限定しない居場所の整備を目指します。 

○ 子どもと地域の方が交流できる場の充実を図ることで、世代間の交流を促進します。 

○ 認知症の方やその家族、閉じこもりがちな方などが地域とつながることができる場

の充実を図ります。 

 
 

 

分野を限定しない居場所づくり【新規】 （社会福祉課） 

・ 誰もが気軽に参加できる、対象を限定しない居場所づくりを通して、地域の様々

な年代や属性の方同士のつながりづくりを図ります。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

指 標 ：分野を限定しない居場所数 

未整備 ⇒ １か所 

主な事業と取組指標 

団体調査「地域の中で気軽に集まれる
場が少ない」の割合 32.1％ ⇒ 20.0％ 

現状値（R3） 目標値（R8） 

重点 

 

現状値（R3） 目標値（R8） 
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② 地域で活動しやすい場づくりの推進 

○ 地域活動において利用しやすい場の充実を図ります。 

○ 地域資源を取り入れた団体活動の支援とあわせ、その成果を活かせる場の充実を図

るなど、学習成果等を地域に還元する取組の支援を図ります。 

 
 

 

学習成果を活かした地域での活躍の場づくり 

 （生涯学習文化課） 

・ 学校支援ボランティアをはじめ、市民やサ

ークル・団体がもつ知識、経験、技能などを

活用した様々な自主的な地域活動への支援を

推進します。 

・ 各種団体活動の成果発表の場の充実を図る

とともに、学習成果の社会還元を推進するた

めに必要な支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○ 地域共生社会の「支え手」「受け手」を超えた関係とは ○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 標 ：各種団体活動の成果発表の場の開催 

年１回 ⇒ 年１回以上 

主な事業と取組指標 

 

現状値（R3） 目標値（R8） 

 

 誰もが安心して住み慣れた地域において暮らせる「地域共生社会」の実現に向けては、 

支援の「支え手」「受け手」を超えた関係性を作ることが重要です。 

 例えば… 

子どもたちの 

見守り 

趣味や特技を 

活かして活躍 

 地域に一歩出れば、あなたも
地域共生社会の支え手です。 

 できることからできる範囲で 
はじめてみましょう。 

「地域共生社会」についての説明は、１ページをご覧ください。 

 
ご近所での 

声掛け 




